




要約:近年、急性期患児の末梢血リンパ球において Vβ2陽性 T細胞が選択的に増加してい

ると報告されスーパー抗原との関連が話題となった。今回、我々は当科受診の急性期患者

20人の末梢血リンパ球中のVβ2およびVβ8.1陽性細胞を蛍光抗体法をもちいて測定が、

有意な上昇は認められなかった。さらに、患者の病変部皮膚、頚部リンパ節および末梢血

より得られたクローン T 細胞についてはいずれも Vβ2 および Vβ8.1TCR の発現は無く、

TNF-αを産生するクローン T 細胞が多く認められ、これらの T 細胞が産生する TNF-αが

川崎病の病態を引き起こしている可能性を示唆された。


